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說
文
解
字
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敍
﹂
段
注
に
つ
い
て
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察
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│
﹁
文
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﹂
を
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ぐ
っ
て
︵
上
︶
│
│

田
村
︵
大
田
︶
加
代
子

一
、
は
じ
め
に

　
『
說
文
解
字
』（
以
下
『
說
文
』
と
略
称
す
る
）
の
許
愼
の
自
敍
（
以
下

「
許
敍
」
と
略
称
す
る
）
の
冒
頭
近
く
に
、「
倉
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
象

形
。
故
謂
之
文
。」（
倉さ
う
け
つ頡
の
初
め
て
書
を
作
る
、
蓋
し
類
に
依
り
形
に
象
か
た
ど

る
。
故
に
こ
れ
を
《
文
》
と
謂
ふ
。）
と
あ
り
、「
文
」
に
対
し
て
段
玉
裁
が

「
文
者
逪
畫
也
」
と
注
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、『
說
文
』
本
篇
で
「
文
」
字
に

許
愼
自
身
が
施
し
た
説
解
を
引
用
し
て
「
許
敍
」
の
「
文
」
字
に
注
し
た
も

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
說
文
』
本
篇
「
文
」
字
の
許
愼
の
説
解
（
以
下

「
説
解
」
と
略
称
す
る
）
で
は
「
錯
畫
也
」
と
作
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
段

玉
裁
の
注
（
以
下
「
段
注
」
と
略
称
す
る
）
で
は
「
錯
」
字
を
改
め
「
逪
」

と
す
べ
き
で
あ
る
、
と
校
勘
を
し
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
「
許
敍
」
の

段
注
は
「
文
者
逪
畫
也
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
は
『
說
文
』
中
の
説
解
及
び
「
許
敍
」
に
注
を
施

す
に
あ
た
り
、
し
ば
し
ば
他
所
の
説
解
を
引
用
し
た
り
参
照
し
た
り
し
つ

つ
、
そ
れ
ら
の
整
合
性
を
企
図
し
な
が
ら
、
自
論
を
裏
付
け
た
り
展
開
し
た

り
し
て
い
る
。
と
同
時
に
、
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
の
校
勘
も
行
っ
て
い

る
。

　

本
稿
で
は
、「
文
者
逪
畫
也
」
と
い
う
段
注
を
手
が
か
り
と
し
て
、
注
と

説
解
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
段
玉
裁
が
『
說
文
解
字
注
』
を
著
す
際
に

『
說
文
』
本
体
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
の
か
、
そ
の
一
端
に
つ
い
て
考
察

を
試
み
る
。
段
玉
裁
は
な
ぜ
「
許
敍
」
に
こ
の
注
を
つ
け
た
の
か
。
ま
た
、

本
篇
の
「
文
」
の
説
解
に
、
な
ぜ
「
錯
」
を
「
逪
」
と
す
べ
き
だ
と
注
し
た

の
か
。
こ
の
問
い
に
対
す
る
答
え
を
探
っ
て
い
く
過
程
で
、『
說
文
』
と
段

注
で
引
く
諸
文
献
に
見
え
る
「
畫
」、「
繢
」、「
繪
」、「
繡
」
を
め
ぐ
る
議
論

を
通
し
て
、
段
玉
裁
の
関
心
が
那
辺
に
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

本
稿
で
『
說
文
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
る
の
は
、
一
九
八
一
年
上
海

古
籍
出
版
社
刊
、
經
韵
樓
藏
版
の
影
印
本
で
あ
る
。
字
体
、
文
字
の
異
同
な

ど
、
特
に
断
り
の
無
い
限
り
は
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
く
。

　

又
、
引
用
文
並
び
に
そ
の
書
き
下
し
文
、
本
文
中
の
固
有
名
詞
は
原
則
と

し
て
正
字
を
用
い
る
。
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二
、
問
題
の
所
在

　

段
玉
裁
は
、「
許
敍
」
の
「
倉
頡
之
初
作
書
、
蓋
依
類
象
形
。
故
謂
之

文
。」（
倉さ
う
け
つ頡
の
初
め
て
書
を
作
る
、
蓋
し
類
に
依
り
形
に
象か
た
どる
。
故
に
こ
れ

を
文
と
謂
ふ
。）
の
箇
所
の
「
文
」
に
付
し
た
注
に
お
い
て
、『
說
文
』「
文
」

部
の
「
濡
」
字
の
説
解
を
採
り
、

　
　

文
者
、
逪
畫
也
。

　
　

文
は
、
逪さ
く

畫く
わ
くな
り
。

と
言
っ
て
い
る
。

　

一
方
、「
文
」
部
の
「
濡
」
字
の
説
解
を
見
る
と
、

　
　

濡
、
錯
畫
也
。
象
交
文
。

　
　

濡
は
、
錯
畫
な
り
。
交
文
に
象か
た
どる

。

と
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
段
玉
裁
は
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

　
　

錯
、
當
作
逪
。
逪
畫
者
、

逪
之
畫
也
。『
考
工
記
』
曰
、「
靑
與
赤
謂

之
文
。」
逪
畫
之
一
耑
也
。
逪
畫
者
、
文
之
本
義
。
慙
彰
者
、
慙
之
本

義
。
義
不
同
也
。
黃
帝
之
史
倉
頡
見
鳥
獸
遞
迒
之
迹
、
知
分
理
之
可
相

別
異
、
初
造
書
契
、
依
類
象
形
。
故
謂
之
文
。

　
　
「
錯
」
は
、
當
に
「
逪
」
に
作
る
べ
し
。「
逪
畫
」
は
、
か
う

逪さ
く

す
る
の
畫

な
り
。『
考
工
記
』
に
曰
く
、「
靑
と
赤
と
、
こ
れ
を
文
と
謂
ふ
。」

と
。「
逪
畫
」
の
一い
つ
た
ん耑

な
り
。「
逪
畫
」
は
、「
文
」
の
本
義
な
り
。

「
慙
ぶ
ん
し
よ
う彰」

は
、「
慙
」
の
本
義
な
り
。
義
、
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。
黃
帝

の
史
、
倉
頡
は
、
鳥
獸
の
遞て
い
か
う迒
の
迹
を
見
、
分
理
の
、
異
な
る
を
相
ひ

別
つ
べ
き
を
知
り
、
初
め
て
書
契
を
造
る
に
、
類
に
依
り
形
に
象
る
。

故
に
こ
れ
を
《
文
》
と
謂
ふ
。

　

段
玉
裁
は
、「
錯
」
字
は
「
逪
」
字
と
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
。
し
か

し
、
そ
の
根
拠
は
こ
こ
に
は
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
注
の
中
心

は
、「
文
」
に
つ
い
て
の
極
め
て
特
化
し
た
註
解
に
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、「
錯
」
は
「
逪
」
と
す
べ
き
だ
と
す
る
段
玉
裁
の
主
張
の
根

拠
を
探
り
つ
つ
、「
文
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
段
玉
裁
が
『
周
禮
』「
考
工
記
」

の
「
畫
繢
」
を
引
き
、「
文
」
と
「
慙
」
の
本
義
の
違
い
に
言
及
す
る
こ
と

に
特
化
し
た
注
釈
を
つ
け
た
の
か
を
跡
づ
け
し
な
が
ら
、
段
注
が
説
解
と
ど

の
よ
う
な
有
機
的
関
係
を
保
ち
つ
つ
展
開
さ
れ
て
い
る
か
を
探
っ
て
い
く
こ

と
に
す
る
。
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三
、「
錯
」
と
「
逪
」
に
つ
い
て

　
『
說
文
』「
金
」
部
を
見
る
と
、「
蝕
」
字
に
つ
い
て
説
解
に
は
、

　
　

蝕
、
金
涂
也
。
从
金
、
輸
聲
。

　
　

蝕
は
、
金
も
て
涂お

く
な
り
。
金
に
从
ひ
、
輸
の
聲
な
り
。

と
あ
る
。
部
首
が
「
金
」
で
あ
る
か
ら
、「
錯
」
の
本
義
は
金
属
に
関
係
す

る
。
段
注
に
曰
く
、

　
　

涂
、
俗
作
塗
。
亦
或
作
捈
。
謂
以
金
措
其
上
也
。

　
　

或
借
爲
措
字
。
措
者
、
置
也
。

　
　

或
借
爲
摩
厝
字
。
厝
者
、
厲
石
也
。

　
　

或
借
爲

逪
字
。
東
西
曰

、
邪
行
曰
逪
也
。

　
　
「
涂
」
は
、
俗
に
「
塗
」
に
作
る
。
亦
た
或
は
「
捈
」
に
作
る
。
金
を

以
て
其
の
上
に
措お

く
を
謂
ふ
な
り
。

　
　

或
は
借
り
て
「
措
」
字
と
爲
す
。「
措
」
は
、
置
な
り
。

　
　

或
は
借
り
て
「
摩
厝
」
字
と
爲
す
。「
厝
」
は
、
厲と
い
し石
な
り
。

　
　

或
は
借
り
て
「

逪
」
字
と
爲
す
。
東
し
西
す
る
は
「

」
と
曰
ひ
、

邪な
な
めに

行
く
は
「
逪
」
と
曰
ふ
な
り
。

こ
の
段
注
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、「
錯
」
と
い
う
字
は
、
仮
借
に
よ
っ
て

「
措
置
」
の
「
措
」
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
「
置
く
」
と
い
う
意
味
を
表
す

こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、「
摩と
い
し厝
」
の
「
厝
」
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
「
砥

石
」
の
意
味
を
表
す
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
、「

逪
」
の
「
逪
」
の
代
わ
り

に
用
い
ら
れ
「
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
」
の
意
味
を
表
す
こ
と
も
あ
る
。
要

す
る
に
、
部
首
（
義
符
）
は
「
て
へ
ん
」
で
あ
っ
た
り
「
が
ん
だ
れ
」
で

あ
っ
た
り
「
し
ん
に
ょ
う
」
で
あ
っ
た
り
す
る
が
、
い
ず
れ
も
発
音
を
表
す

「
昔
」
を
旁
（
音
符
）
と
す
る
形
声
文
字
で
あ
る
た
め
に
、
発
音
を
同
じ
く

す
る
（
す
な
わ
ち
音
符
を
同
じ
く
す
る
）「
か
ね
へ
ん
」
の
「
錯
」
が
仮
借

文
字
と
し
て
代
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
仮
借
の
用
字
法
で
あ
っ
て
、「
錯
」
字
の
本
義
で
は
な
い
。
と
す
れ

ば
、「
錯
畫
」
の
「
錯
」
字
も
仮
借
で
あ
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。

　

次
に
、
段
玉
裁
が
「
錯
、
當
作
逪
。」（「
錯
」
は
、
當
に
「
逪
」
に
作
る

べ
し
。）
と
注
し
た
根
拠
を
探
る
た
め
に
、「
錯
」
が
「
逪
」
の
仮
借
字
で
あ

る
と
注
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。

　
「
辵
」
を
部
首
と
す
る
「

逪
」
に
つ
い
て
の
説
明
、「
東
西
曰

、
邪
行

曰
逪
」
は
、
段
玉
裁
自
身
の
言
葉
で
は
な
く
、「
蠱
」
字
の
段
注
に
も
あ
る

よ
う
に
、『
毛
詩
』
の
「
毛
傳
」
の
引
用
で
あ
る
。

　

い
ま
、「
蠱
」
字
の
説
解
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、「
辵
」
部
に
、

　
　

蠱
、

逪
也
。
从
辵
、
昔
聲
。
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蠱
は
、

逪
な
り
。
辵ち
や
くに

从
ひ
、
昔
の
聲
な
り
。

と
あ
る
。
そ
の
段
注
に
、

　
　

、
各
本
作
迹
。
依
『
廣
韵
』、『
玉
篇
』、
正
。

　
　
『
小
雅
』、「
獻
醻
交
錯
」。
毛
曰
、「
東
西
爲
交
、
邪
行
爲
錯
。」

　
　
『
儀
禮
』、「
交
錯
以
辯
」。
旅
酬
行
禮
、
一

一
逪
也
。

　
　
「

」
は
、
各
本
「
迹
」
に
作
る
。『
廣
韵
』、『
玉
篇
』
に
依
り
、
正

す
。

　
　
『
小
雅
』
に
、「
獻
け
ん
し
ゆ
う醻
交
錯
す
」
と
あ
り
。
毛
曰
く
、「
東
し
西
す
る
は

交
と
爲
し
、
邪
め
に
行
く
は
錯
と
爲
す
。」
と
。

　
　
『
儀
禮
』
に
、「
交
錯
し
以
て
辯あ
ま
ね
く
す
」
と
あ
り
。
旅つ
い

で
酬す
す

め
禮
を
行

ひ
、
一

一
逪
す
る
な
り
。

と
あ
る
。
い
ま
、
中
華
民
国
七
十
五
年
十
二
月
校
正
六
版
、
藝
文
印
書
館
印

行
、
澤
存
堂
藏
板
張
氏
重
刊
『
校
正
宋
本
廣
韻
』（
影
印
）、「
入
聲
十
九
鐸

韻
」
を
見
る
と
、

　
　

逪
、『
說
文
』
云
「

逪
也
」。

　
　

逪
は
、『
說
文
』
に
「

逪
な
り
。」
と
云
ふ
。

と
あ
り
、「
迹
」
で
は
な
く
「

」
に
作
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
八
七
年
七
月
第
一
版
、
二
〇
〇
四
年
一
月
第
二
次
印
刷
、
中

華
書
局
出
版
、
澤
存
堂
藏
版
張
氏
重
刊
『
大
廣
益
會
玉
篇
』（
影
印
）
を
見

る
と
、
巻
第
十
「
辵
」
部
に
、

　
　

逪
、
且
各
切
。
亂
也
。

逪
也
。
今
作
錯
。

　
　

逪
は
、
且
各
の
切
。
亂
な
り
。

逪
な
り
。
今
「
錯
」
に
作
る
。

と
あ
り
、
や
は
り
「
迹
」
で
は
な
く
「

」
に
作
っ
て
い
る
。
と
同
時
に
、

「
今
」（
南
朝
梁
か
ら
遅
く
と
も
宋
代
ま
で
の
あ
る
時
点
）、「
逪
」
は
「
錯
」

字
に
作
っ
て
い
る
こ
と
に
も
言
及
し
て
い
る
。
梁
以
降
の
あ
る
時
点
で

「
逪
」
字
が
「
錯
」
字
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ち
な
み
に
、『
廣
韻
』「
鐸
韻
」
で
は
、「
逪
」
と
同
じ
小
韻
の
字
に
「
錯
」

と
「
厝
」
が
あ
る
。
小
韻
が
同
じ
と
い
う
こ
と
は
同
音
異
字
で
あ
る
か
ら
、

「
錯
」
が
「
厝
」
や
「
逪
」
の
仮
借
字
と
し
て
用
い
ら
れ
て
も
不
思
議
で
は

な
い
。『
廣
韻
』
に
は
、「
錯
、
鑢り
よ

別
名
。
又
雜
也
。
摩
也
。『
詩
傳
』
云
、

「
東
西
爲
交
、
邪
行
爲
錯
」。『
說
文
』
曰
、「
金
涂
也
」。」（
錯
は
、
鑢や
す
り
の
別

名
。
又
た
雜
な
り
。
摩
な
り
。『
詩
傳
』
に
云
ふ
、「
東
し
西
す
る
は
交
と
爲

し
、
邪
め
に
行
く
は
錯
と
爲
す
。」
と
。『
說
文
』
に
曰
く
、「
金
も
て
涂お

く

な
り
。」
と
。）
と
あ
り
、「

」
で
は
な
く
「
交
」、「
逪
」
で
は
な
く
「
錯
」

に
作
っ
て
い
る
。

194

四



『
說
文
解
字
』「
許
敍
」段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

　

段
玉
裁
が
「
錯
」
字
の
注
で
引
用
し
て
い
る
『
小
雅
』
の
「
獻
醻
交
錯
」

は
、『
毛
詩
』「
小
雅
」「
楚
茨
」（
六
章
、
章
十
二
句
）
の
第
三
章
第
七
句
で

あ
る
。「
小
序
」
に
よ
れ
ば
、「
楚
茨
」
は
幽
王
を
刺そ
し

っ
た
詩
で
、
政
ま
つ
り
ご
とが
煩

瑣
で
賦
役
が
重
い
た
め
に
、
田
畑
は
多
く
荒
れ
果
て
饑
饉
が
起
こ
り
、
民
は

命
を
落
と
し
、
命
あ
る
者
も
離
散
し
て
、
先
祖
を
祭
る
こ
と
も
な
く
な
っ

た
。
そ
の
た
め
先
祖
の
加
護
を
得
ら
れ
ず
、
さ
ら
に
田
畑
が
荒
れ
饑
饉
が
続

く
悪
循
環
に
陥
っ
た
こ
と
を
憂
い
て
、
当
時
の
心
あ
る
人
が
古
の
明
徳
の
王

を
思
慕
し
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
第
三
章
は
、

　
　

執
爨
踖
踖
、
爲
俎
孔
碩
、
或
燔
或
炙
。

　
　

君
婦
莫
莫
、
爲
豆
孔
庶
、
爲
賓
爲
客
。

　
　

獻
醻
交
錯
、
禮
儀
卒
度
、
煌
語
卒
獲
。

　
　

神
保
是
格
、
報
以
介
福
、
萬
壽
攸
酢
。

　
　

爨か
ま
ど

を
執
る
こ
と
踖せ
き
せ
き踖

た
り
、
俎そ

を
爲
し
つ
ら
へ

る
こ
と
孔は
な
は

だ
碩お
お
い

な
り
。
或
ひ
は

燔や

き
或
ひ
は
炙あ
ぶ

る
。

　
　

君
婦
は
莫
莫
た
り
、
豆と
う

を
爲
る
こ
と
孔
だ
庶お
お

し
。
賓
の
爲
に
し
客
の
爲

に
す
。

　
　

獻
醻
、
交
錯
し
て
、
禮
儀
は
卒
こ
と
ご
とく
度
あ
り
、
煌
語
は
卒
く
獲え

た
り
。

　
　

神
、
保や
す

ん
じ
、
是
れ
格い
た

り
、
報
ゐ
て
以
て
福
を
介た
す

く
。
萬
壽
は
、
酢む
く

ゐ

る
攸と
こ
ろ
な
り
。（
※
朱
子
の
『
詩
集
傅
』
で
は
句
読
が
異
な
る
。
以
下
、

論
者
の
断
り
書
き
に
は
※
を
付
す
。）

と
い
う
内
容
で
あ
る
。『
重
栞
宋
本
毛
詩
注
䟽
附
挍
勘
記
』（
所
謂
「
十
三
經

注
疏
本
毛
詩
」）
の
テ
キ
ス
ト
で
は
詩
の
本
文
は
「
交
錯
」
に
作
っ
て
い

る
。
第
七
句
の
「
獻
醻
交
錯
」
に
つ
い
て
、「
毛
傳
」
で
は
、

　
　

東
西
爲
交
、
邪
行
爲
錯
。

　
　

東
し
西
す
る
は
「
交
」
と
爲
し
、
邪
め
に
行
く
は
「
錯
」
と
爲
す
。

と
言
い
、「
交
」、「
錯
」
に
作
っ
て
い
る
。「
鄭
箋
」
に
は
、

　
　

始
主
人
酌
賓
爲
獻
。
賓
旣
酌
主
人
、
主
人
又
自
）
1
（

飮
。

　
　

酌
賓
曰
醻
。

　
　

至
旅
而
爵
交
錯
以
徧
。

　
　

始
め
、
主
人
、
賓
に
酌
し
て
獻
と
爲
す
。
賓
、
旣
に
主
人
に
酌
せ
ば
、

主
人
、
又
た
自
ら
飮
む
。

　
　

賓
に
酌
す
を
「
醻
」
と
曰
ふ
。

　
　

旅
に
至
り
て
、
爵
、
交
錯
し
以
て
徧あ
ま
ねく
す
。

と
あ
る
。「
獻
」
と
「
酌
」
の
主
語
と
客
語
を
そ
れ
ぞ
れ
主
人
と
賓
客
、
賓

客
と
主
人
と
交
差
さ
せ
る
こ
と
で
、「
交
錯
」（「

逪
」）
の
義
が
視
覚
的
に

と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
酒
席
に
お
け
る
酒
盃
の
往
来
の
描
く
軌
跡
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は
、
た
く
さ
ん
の
交
点
を
持
つ
複
数
の
線
か
ら
な
る
文
字
を
連
想
さ
せ
る
。

　
「
鄭
箋
」
で
は
、
ま
ず
、
酒
礼
の
順
序
に
触
れ
て
、
最
初
に
主
人
が
賓
客

に
献
杯
し
、
賓
客
が
主
人
に
返
杯
し
た
ら
、
今
度
は
主
人
が
飲
む
、
と
言
っ

て
い
る
。
詩
本
文
の
「
獻
醻
」
に
つ
い
て
、「
獻
」
は
、
主
人
↓
賓
客
、

「
醻
」
は
、
賓
客
↓
主
人
、
と
解
釈
し
、
続
い
て
「
交
錯
」
に
つ
い
て
、
酒

礼
の
順
序
に
従
っ
て
酒
盃
を
祭
祀
の
場
に
い
る
主
人
と
賓
客
、
幼
と
長
と
の

間
で
順
序
正
し
く
遍
く
交
わ
し
た
、
と
解
釈
す
る
。
詩
本
文
の
「
旅
」
は

「
序
」
と
訓
じ
て
い
る
が
、「
序
」
は
文
字
に
あ
て
は
め
る
と
書
き
順
、
す
な

わ
ち
筆
画
の
交
差
す
る
順
序
を
連
想
さ
せ
る
。

　
「
鄭
箋
」
を
承
け
て
孔
穎
達
の
「
毛
詩
正
義
」
で
は
、「
獻
醻
據
其
初
。」

（
獻
醻
は
其
の
初
め
に
據
る
。）、
ま
た
、「
交
錯
言
其
末
。」（
交
錯
は
其
の
末

を
言
ふ
。）
と
言
っ
て
い
る
。「
獻
醻
」
と
言
う
言
葉
は
、
酒
席
の
始
ま
り
の

方
に
視
点
を
置
い
て
述
べ
た
も
の
、
一
方
、「
交
錯
」
は
酒
席
の
終
わ
り
の

方
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
だ
と
解
釈
し
て
い
る
。
酒
席
は
「
獻
醻
」
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
作
法
は
『
禮
記
』
の
「
特
牲
」
や
「
少
牢
」
に
記
述
が
あ

り
、
そ
の
礼
儀
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
酒
席
が
終
わ
り
に
近
づ
く

と
、「
交
錯
」、
す
な
わ
ち
偏
り
な
く
順
序
よ
く
交
々
酒
盃
が
遍
く
行
き
渡

る
。
そ
の
と
き
、
座
は
酒
が
ま
わ
っ
て
も
あ
く
ま
で
礼
節
を
欠
く
こ
と
な

く
、
談
笑
し
て
も
時
宜
を
得
て
節
度
を
保
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
儀

禮
』
の
「
郷
射
記
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
文
字
の
書
き
始
め

の
第
一
画
、
そ
れ
に
次
ぐ
第
二
画
か
ら
始
ま
り
、
一
字
が
成
る
と
き
に
は
、

方
形
の
様
々
な
方
面
に
筆
画
が
遍
く
行
き
わ
た
り
調
和
の
と
れ
た
文
字
が
完

成
す
る
様
を
連
想
さ
せ
る
。

　

段
玉
裁
が
そ
の
注
で
引
い
た
『
儀
禮
』
の
「
交
錯
以
辯
」
は
、『
儀
禮
』

「
特
牲
饋
食
禮
」
に
見
え
る
文
で
、「
衆
賓
及
衆
兄
弟
交
錯
以
辯
。」（
衆
賓
及

び
衆
兄
弟
、
交
錯
し
以
て
辯あ
ま
ね
く
す
。）
と
あ
り
、
鄭
玄
は
そ
の
注
で
、「
交

錯
、
猶
言
東
西
。」（
交
錯
は
、
猶
ほ
東
し
西
す
と
言
ふ
が
ご
と
し
。）
と

言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
毛
傳
」
の
訓
詁
を
端
折
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
現
代
中
国
語
で
も
「
東
奔
西
跑
」
と
言
い
、「
東
西
」
は
行
き
来

す
る
こ
と
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
る
。

　

以
上
の
手
続
き
に
よ
っ
て
、「
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
」
と
い
う
往
来
の

意
味
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
文
字
「
交
錯
」
は
、「

逪
」
の
仮
借

字
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

四
、「
交
」
と
「　

」
に
つ
い
て

　

さ
て
、
い
ま
こ
こ
で
、『
說
文
』
に
拠
っ
て
「
脣
」
字
の
説
解
を
見
て
お

こ
う
。「
辵
」
部
に
、

　
　

脣
、
會
也
。
从
辵
、
交
聲
。

　
　

脣
は
、
會
な
り
。
辵
に
从
ひ
、
交
の
聲
な
り
。

と
あ
り
、
そ
の
段
注
に
、
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敍
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に
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い
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の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

　
　

東
西
正
相
値
爲

。
今
人
假
交
脛
之
交
爲

會
字
。

　
　

東
し
西
し
、
正
に
相
ひ
値あ

た

る
を
ば
「

」
と
爲
す
。
今
人
、「
交
脛
」

の
「
交
」
を
假か

り
て
「

會
」
の
字
と
爲
す
。

と
あ
る
。「
東
し
西
し
、
正
に
相
ひ
値あ
た

る
を
ば

と
爲
す
」
と
は
、
先
に
引

い
た
『
毛
詩
』「
小
雅
」「
楚
茨
」
の
「
毛
傳
」、「
東
し
西
す
る
を
ば
交
と
曰

ふ
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。「
交
脛
」
の
「
交
」
を
假
り
る
と
は
、『
說

文
』「
交
」
部
に
、「
芥
、
交
脛
也
。
从
大
。
象
交
形
。」（
芥
は
、
交
脛
な

り
。
大
に
从
ふ
。
交
の
形
に
象
る
。）
と
あ
り
、
見
出
し
字
の
篆
書
「
芥
」

を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、「
横
」
の
足
の
部
分
が
交
差
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
脛
（
膝
か
ら
踵
ま
で
の
部
分
）
を
交
差
し
た
形
だ
と
許
愼
は
言
う
。

「
交
」
は
、「
交
差
し
た
脛
」
を
本
義
と
す
る
が
、
二
本
の
線
が
交
わ
る
と
い

う
意
味
を
表
す
「

會
」
の
代
わ
り
に
「
交
會
」
と
作
る
の
は
仮
借
字
と
し

て
の
用
法
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
段
玉
裁
の
主
張
で
あ
る
。『
說
文
解
字

注
』
に
お
い
て
、
段
玉
裁
は
「
仮
借
」
と
い
う
用
字
法
を
重
視
し
、
随
所
で

言
及
し
て
い
る
。
こ
の
「
交
」
字
に
つ
い
て
も
、
段
玉
裁
は
そ
の
注
で
、

　
　

交
脛
謂
之
「
交
」。
引
申
之
、
爲
凡
交
之
偁
。

　
　

故
「
爻
」
下
曰
「
交
也
。」

　
　
　

 

「
烄
」
下
曰
「
交
木
然
也
。」

　
　
　

 

「
𤉧
」
下
曰
「
交
灼
木
也
。」

　
　
　

 

「
㮐
」
下
曰
「
木
參
交
以
枝
炊
橈
者
也
。」

　
　
　

 

「
衿
」
下
曰
「
交
衽
也
。」

　
　

凡
心
者
相
合
曰
「
交
」。
皆
此
義
引
申
叚
借
耳
。

　
　
『
楚
茨
』「
傳
」、「
東
西
曰
交
、
邪
行
曰
逪
。」「

逪
」
字
之
叚
借
也
。

　
　
『
小
雅
』『
交
交
桑
扈
』「
箋
」
云
、「
交
交
、
猶
佼
佼
。
飛
往
來
皃
。」

而
『
黃
鳥
』、『
小
苑
』「
傳
」
皆
曰
、「
交
交
、
小
皃
。」、
則
與
本
義
不

同
。
蓋
方
語
有
謂
小
交
交
者
。

　
　

交
脛
、
こ
れ
を
「
交
」
と
謂
ふ
。
こ
れ
を
引
き
申の
ば

し
、
凡
そ
「
交
は

る
」
の
偁
と
爲
す
。（
※
所
謂
「
引
申
義
」、
派
生
義
の
こ
と
。）

　
　

故
に
「
爻
」
の
下
に
曰
く
、「
交
な
り
。」
と
。

　
　
　
　
　
（
※
『
說
文
』「
爻
」
部
「
爻
」
字
の
説
解
。）

　
　
　
　

 

「
烄
」
の
下
に
曰
く
、「
交
木
、
然も
ゆ

る
な
り
。」
と
。

　
　
　
　
　
（
※
『
說
文
』「
火
」
部
「
烄
」
字
の
説
解
。）

　
　
　
　

 

「
𤉧
」
の
下
に
曰
く
、「
交
灼
木
な
り
。」
と
。

　
　
　
　
　
（
※
『
說
文
』「
火
」
部
「
𤉧
」
字
の
説
）
2
（

解
。）

　
　
　
　

 

「
㮐
」  

の
下
に
曰
く
、「
木
、
參
交
し
、
以
て
炊
こ
め
あ
げ
ざ
る

橈
を
枝さ
さ

へ
る
も

の
な
り
。」
と
。

　
　
　
　
　
（
※
『
說
文
』「
木
」
部
「
㮐
」
字
の
説
）
3
（

解
。）

　
　
　
　

 

「
衿
」
の
下
に
曰
く
、「
交
衽
な
り
。」
と
。

　
　
　
　
　
（
※
『
說
文
』「
衣
」
部
「
䘳
」
字
の
説
）
4
（

解
。）

　
　
（
※
以
上
は
、「
脛あ
し

」
を
交
差
す
る
本
義
を
引
き
申
し
て
、
凡
そ
交
差
す
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る
場
合
は
「
脛
」
に
限
ら
ず
皆
「
交
」
と
称
す
派
生
義
の
例
。）

　
　

凡
そ
心
者
、
相
ひ
合
ふ
を
「
交
」
と
曰
ふ
。
皆
な
此
の
義
の
引
申
、
叚

借
な
る
の
み
。

　
　
『
楚
茨
』
の
「
傳
」
に
、「
東
し
西
す
る
は
交
と
曰
ひ
、
邪
め
に
行
く
は

逪
と
曰
ふ
。」
と
あ
る
は
、「

逪
」
字
の
叚
借
な
り
。

　
　
『
小
雅
』
の
『
交
交
桑
扈
』
の
「
箋
」
に
云
ふ
、「
交
交
は
、
猶
ほ
佼
佼

な
り
、
飛
び
往
來
す
る
皃さ
ま

な
り
。」
と）

5
（

。

　
　

し
か
し
て
、『
黃
鳥
』、『
小
苑
』
の
「
傳
」、
皆
な
曰
ふ
、「
交
交
は
、

小
さ
き
皃
な
り
。」
と
。
則
ち
本
義
と
同
じ
か
ら
ず
。
蓋
し
、
方
い
な
か
こ
と
ば

語
に

小
さ
き
を
交
交
と
謂
ふ
も
の
有
る
な
）
6
（
り
。

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
を
整
理
し
ま
と
め
る
と
、
段
玉
裁
が
「
錯
畫
」
を
「
逪

畫
」
と
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
根
拠
は
、「
交
」
は
「

」
の
、「
錯
」
は

「
逪
」
の
仮
借
字
と
考
え
た
た
め
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
交
」
と
「
錯
」

が
「

」
と
「
逪
」
の
仮
借
字
で
あ
る
証
左
と
し
て
、
段
玉
裁
は
ま
ず
も
っ

て
『
說
文
』
の
説
解
を
出
発
点
と
し
た
。『
說
文
』
で
は
、「
交
」
の
本
義
は

「
交
脛
」（
交
差
し
た
脛
の
形
）、「
錯
」
の
本
義
は
「
金
も
て
涂
く
」（
金
で

塗
装
す
る
）
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
二
字
を
合
わ
せ
て
「
交
錯
」
と
連
語
に
し

て
も
、「
行
っ
た
り
来
た
り
す
る
」
の
意
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
か
ら
、『
毛

詩
』
の
「
交
錯
」
の
用
例
、『
儀
禮
』
の
「
交
錯
」
の
用
例
を
引
き
、『
毛

詩
』「
獻
醻
交
錯
」
の
「
毛
傳
」、「
交
交
桑
扈
」
の
「
毛
傳
」、『
儀
禮
』「
交

錯
以
辯
」
な
ど
を
手
が
か
り
に
、「
交
錯
」
は
、「
辵
」
を
部
首
と
し
た
「

逪
」
字
に
作
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。

　

更
に
付
け
加
え
れ
ば
、
段
玉
裁
は
「
文
」
字
の
説
解
に
対
す
る
注
で
、

「
錯
畫
」
を
「

逪
之
畫
」
と
四
字
に
引
き
延
ば
し
、
仮
借
字
で
は
な
く

「
辵
」
の
あ
る
「

」
字
、「
逪
」
字
を
用
い
て
「

逪
す
る
畫
」
と
す
る
こ

と
で
、
動
的
な
意
味
要
素
を
明
示
し
た
。「
辵
」
に
つ
い
て
、
許
愼
は
、

「
繧
、
乍
行
乍
止
也
。
从
彳
止
。」（
繧
は
、
乍し
ば
ら

く
行
き
乍
く
止
ま
る
な
り
。

彳て
き

と
止
に
从
ふ
。）、「
彳
」
に
つ
い
て
は
、「
珸
、
小
步
也
。
象
人
脛
三
屬
相

連
也
。」（
珸
は
、
小
步
な
り
。
人
の
脛あ
し

、
三
屬
、
相
ひ
連
な
る
に
象
る
な

り
。）（
※
段
注
は
「
三
屬
」
を
、「
三
屬
者
、
上
爲
股
、
中
爲
脛
、
下
爲
足

也
。
單
擧
脛
者
、
擧
中
、
以
該
上
下
也
。
脛
動
而
股
與
足
隨
之
。」（
三
屬

は
、
上
は
股
と
爲
し
、
中
は
脛
と
爲
し
、
下
は
足
と
爲
す
な
り
。
單た

だ
脛
の

み
を
擧
ぐ
る
も
の
は
、
中
を
擧
げ
以
て
上
下
を
該か

ぬ
る
な
り
。
脛
、
動
け

ば
、
股
と
足
と
こ
れ
に
隨
ふ
。）
と
説
明
し
て
い
る
。）、「
止
」
に
つ
い
て

は
、「
胚
、
下
基
。
象
艸
木
出
有
阯
。
故
以
止
爲
足
。」（
胚
は
、
下
基
な

り
。
艸さ
う
も
く木

出
で
阯
も
と
ゐ

有
る
に
象
る
。
故
に
「
止
」
を
以
て
「
足
」
と
爲
す
。）

と
解
し
て
い
る
の
で
、「
辵
」
は
そ
の
形
の
成
り
立
ち
か
ら
、
本
来
「
歩

く
」
と
「
止
ま
る
」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
「
歩
い
た
り
止
ま
っ
た
り
」
と
い

う
歩
行
に
関
わ
り
の
あ
る
意
味
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
段
玉
裁
が

「
交
錯
」
で
は
な
く
「

逪
」
字
を
用
い
て
い
る
の
は
、
仮
借
字
で
は
な
く

本
字
、
本
義
を
用
い
よ
う
と
い
う
意
識
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
部
首
の
「
辵
」

を
取
り
去
れ
ば
「
交
」
と
「
昔
」
と
が
残
り
、「
交
」
も
「
昔
」
も
音
符

（
声
符
）
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
か
ら
、
段
玉
裁
は
仮
借
と
い
う
用
字
法
の
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原
理
を
念
頭
に
置
い
て
註
解
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
交
」
を
声

符
と
す
る
字
は
「
佼
、
烄
、
校
、
挍
、
效
、
効
、
皎
、
郊
、
狡
、
鮫
」
な

ど
、「
昔
」
を
声
符
と
す
る
字
は
「
錯
、
借
、
惜
、
措
、
厝
、
諎
、
藉
、

醋
、
鵲
、
踖
」
な
ど
、
枚
挙
に
遑
が
な
い
。
段
玉
裁
は
、
仮
借
と
い
う
用
法

の
中
に
、
文
字
の
持
つ
生
産
性
、
柔
軟
性
と
い
っ
た
原
初
的
な
本
質
を
見
て

い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

以
上
、「
許
敍
」
の
冒
頭
部
分
、「
黃
帝
之
史
倉
頡
、
見
鳥
獸
遞
迒
之
迹
、

知
分
理
之
可
相
別
異
、
初
造
書
契
、
依
類
象
形
。
故
謂
之
文
。」
の
「
文
」

字
に
対
し
て
段
玉
裁
が
「
文
者
逪
畫
也
」
と
注
し
た
背
景
を
探
っ
て
み
た
。

仮
借
と
い
う
用
字
法
に
注
意
を
払
い
、
仮
借
字
と
本
字
と
を
峻
別
し
、
つ
ね

に
本
字
に
戻
り
、
本
義
に
帰
着
さ
せ
、
字
義
を
再
確
認
し
よ
う
と
す
る
姿
勢

は
、『
說
文
』「
文
」
部
の
「
濡
」
字
の
説
解
「
濡
、
錯
畫
也
。」
に
対
し
て
、

「
錯
、
當
作
逪
。
逪
畫
者
、

逪
之
畫
也
。」
と
注
し
た
こ
と
、
他
の
関
連
箇

所
で
も
「

逪
」
と
い
う
文
字
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
一
端
が
表
れ

て
い
る
。

　

次
節
で
は
、「
文
」
字
の
説
解
に
対
し
て
「
逪
畫
者
、
文
之
本
義
。」（
逪

畫
は
、
文
の
本
義
な
り
。）
と
注
し
た
段
玉
裁
が
「
文
」
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
を
め
ぐ
ら
せ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

五
、「
文
」
に
つ
い
て
（
一
）

　

さ
て
、
段
注
の
「
文
者
錯
畫
也
」
の
「
文
」
に
つ
い
て
話
を
進
め
る
た

め
、
本
稿
の
第
二
節
で
引
用
し
た
段
注
を
改
め
て
確
認
し
て
お
く
。

　
　

錯
、
當
作
逪
。
逪
畫
者
、

逪
之
畫
也
。

　
　
『
考
工
記
』
曰
、「
靑
與
赤
謂
之
文
。」
逪
畫
之
一
耑
也
。

　
　

逪
畫
者
、
文
之
本
義
。

　
　

慙
彰
者
、
慙
之
本
義
。

　
　

義
不
同
也
。

　
　

黃
帝
之
史
倉
頡
見
鳥
獸
遞
迒
之
迹
、
知
分
理
之
可
相
別
異
、
初
造
書

契
、
依
類
象
形
。
故
謂
之
文
。

　
　
「
錯
」
は
、
當
に
「
逪
」
に
作
る
べ
し
。「
逪さ
く

畫く
わ
く」
は
、「
か
う

逪さ
く

」
す
る

の
「
畫
」
な
り
。

　
　
『
考
工
記
』
に
曰
く
、「
靑
と
赤
と
、
こ
れ
を
「
文
」
と
謂
ふ
。」
と
。

「
逪
畫
」
の
一い
つ
た
ん耑

な
り
。

　
　
「
逪
畫
」
は
、「
文
」
の
本
義
な
り
。

　
　
「
慙
ぶ
ん
し
よ
う彰」

は
、「
慙
」
の
本
義
な
り
。

　
　

義
、
同
じ
か
ら
ざ
る
な
り
。

　
　

黃
帝
の
史
、
倉
頡
は
、
鳥
獸
の
遞て
い
か
う迒
の
迹
を
見
、
分
理
の
、
異
な
る
を

相
ひ
別
つ
べ
き
を
知
り
、
初
め
て
書
契
を
造
る
に
、
類
に
依
り
形
に
象

る
。
故
に
こ
れ
を
《
文
》
と
謂
ふ
。

次
に
日
本
語
訳
を
付
す
。
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「
錯
」
字
は
、
本
来
は
「
逪
」
字
に
作
る
べ
き
で
あ
る
。「
逪
畫
」
と

は
、「

逪
」
す
る
「
畫
」
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
『
周
禮
』「
考
工
記
」「
畫ぐ
わ

繢く
わ
い
」
に
、「
靑
と
赤
と
を
「
文
」
と
謂
う
」

と
あ
る
。
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
「
逪さ
つ

畫く
わ
く」
の
一
例
で
あ
る
。

　
　
「
逪
畫
」
が
「
文
」
の
本
義
で
あ
る
。

　
　
「
慙
彰
」
が
「
慙
」
の
本
義
で
あ
る
。

　
　

し
た
が
っ
て
、「
文
」
と
「
慙
」
と
は
、
本
義
は
同
じ
で
は
な
い
。

　
　

黄
帝
の
史
官
で
あ
っ
た
倉
頡
は
、
鳥
獣
の
足
跡
が
そ
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
る
の
を
見
て
、
文
字
の
原
理
と
は
、
異
な
る
も
の
を
区
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
な
の
だ
と
気
づ
き
、
初
め
て
書
契
を
創
造
す
る
に
あ

た
り
、
類
別
を
拠
り
所
と
し
、
事
物
の
形
を
抽
象
化
す
る
と
い
う
方
法

に
依
っ
た
。
だ
か
ら
、
こ
れ
を
《
文
》
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
段
注
で
は
、「
文
」
の
本
義
は
「
會あ
わ

さ
っ
て
逪
ま
じ
わ

っ
た
、
境
界
を
畫か
く

し

た
線
」（
※
説
解
の
「

、
會
也
」、「
逪
、

逪
也
」、「
畫
、
介
也
」
に
基

づ
い
て
訳
出
し
た
）
で
あ
り
、「
慣
あ
や
か
ざ
り

の
彰あ
き
ら

か
さ
」
を
本
義
と
す
る
の
は

「
慙
」
と
い
う
文
字
で
あ
っ
て
、「
文
」
と
「
慙
」
の
二
者
に
は
本
義
の
上
で

区
別
が
あ
り
、
混
同
混
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
意

を
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
続
編
で
詳
論
す
る
。
段
注

の
後
半
「
黃
帝
之
史
倉
頡
」
以
下
「
故
謂
之
文
」
ま
で
は
、「
許
敍
」
の

文
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「『
説
文
解
字
』「
許
敍
段
注
」
訳
注
の
試
み
（
一
）」

（『
饕
餮
』
第
二
十
二
号
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

段
玉
裁
が
引
用
し
た
『
周
禮
』「
考
工
記
」「
畫
繢
」
を
見
る
前
に
、
い
ま

ま
で
不
問
の
ま
ま
に
し
て
き
た
「
畫
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。「
畫
」

に
は
読
音
が
ふ
た
つ
あ
り
、
ひ
と
つ
は
「
胡
卦
切
」、『
釋
名
』
に
「
畫
、
繪

也
。
以
五
色
繪
物
象
也
。」（
畫
は
繪
な
り
。
五
色
を
以
て
物
象
を
繪
け
ば
な

り
。）（
※
畢
沅
の
校
勘
あ
り
。
今
略
す
。）、
い
ま
ひ
と
つ
は
「
胡
麥
切
」、

『
廣
韻
』
に
「
分
也
。」（
分
け
る
な
り
。）
と
あ
る
。『
說
文
』
の
説
解
と
段

注
は
次
の
通
り
。

　
　

漑
、
介
也
。
從
聿
。
象
田
四
介
。
聿
所
護
畫
之
。

　
　

漑
は
、
介
な
り
。
聿い
つ

に
從
ふ
。
田
の
四
介
に
象
る
。
聿ふ
で

は
こ
れ
を
畫
す

る
所ゆ
ゑ
ん護
な
）
7
（
り
。

段
注
で
は
、「
介
也
」
の
「
介
」
字
に
つ
い
て
、

　
　

介
、
各
本
作
畍
。
此
不
識
字
義
者
所
改
。
今
正
。

　
　

八
部
曰
、「
介
、
畫
也
。
從
八
從
人
。
人
各
有
介
。」

　
　

介
は
、
各
本
「
畍
」
に
作
る
。
此
れ
、
字
義
を
識
ら
ざ
る
者
の
改
む
る

と
こ
ろ
な
り
。
今
、
正
す
。

　
　
「
八
」
部
に
曰
く
、「
介
は
、
畫
な
り
。
八
に
從
ひ
人
に
從
ふ
。
人
各
々

介わ
か

つ
有
り
。」

200

十



『
說
文
解
字
』「
許
敍
」段
注
に
つ
い
て
の
一
考
察（
田
村（
大
田
））

と
言
い
、「
畫
」
と
「
介
」
と
が
互
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。「
介
」

字
の
注
で
は
、「
介
」
と
「
畫
」
と
が
互
訓
で
あ
る
と
は
っ
き
り
言
っ
て
い

る
。『
說
文
』「
八
」
部
の
説
解
に
「
八
は
別
な
り
」
と
あ
り
、
そ
の
字
形
を

「
分
別
し
相
ひ
背
く
の
形
に
象
る
」
と
説
解
し
て
い
る
。「
介
」
の
秦
篆
は

「
轄
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
許
愼
は
こ
れ
を
会
意
文
字
と
し
、「
人
」
と

「
八
」
か
ら
な
る
と
解
し
た
。
段
玉
裁
は
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
「
人
は

各
々
其
の
分
か
つ
と
こ
ろ
を
守
る
」
と
注
し
て
い
る
。
か
く
し
て
、「
畫
」

と
は
「
介
」
で
あ
り
、
田
畑
の
四
方
に
境
界
線
を
画
す
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
境

界
線
、「
介
」
に
即
し
て
言
え
ば
、
己
と
他
者
と
の
間
に
一
線
を
画
す
こ
と
、

ま
た
、
人
と
人
と
の
間
の
境
界
線
、
が
本
義
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

さ
て
、
段
玉
裁
が
基
づ
い
た
『
周
禮
』「
考
工
記
」
の
「
畫
繢
」
に
は
、

　
　

畫
繢
之
事
、
雜
五
色
。
東
方
謂
之
靑
、
南
方
謂
之
赤
、
西
方
謂
之
白
、

北
方
謂
之
黑
、
天
謂
之
玄
、
地
謂
之
黃
。
靑
與
白
相
次
也
。
赤
與
黑
相

次
也
。
玄
與
黃
相
次
也
。

　
　

靑
與
赤
謂
之
文
。
赤
與
白
謂
之
章
。
白
與
黑
謂
之
黼
。
黑
與
靑
謂
之

黻
。
五
采
備
謂
之
繡
。

　
　

畫
繢
の
事
、
五
色
を
雜あ
は

す
な
り
。
東
方
、
こ
れ
を
靑
と
謂
ひ
、
南
方
、

こ
れ
を
赤
と
謂
ひ
、
西
方
、
こ
れ
を
白
と
謂
ひ
、
北
方
、
こ
れ
を
黑
と

謂
ひ
、
天
、
こ
れ
を
玄
と
謂
ひ
、
地
、
こ
れ
を
黃
と
謂
ふ
。
靑
と
白

と
、
相
ひ
次
ぐ
な
り
。
赤
と
黑
と
、
相
ひ
次
ぐ
な
り
。
玄
と
黃
と
、
相

ひ
次
ぐ
な
り
。

　
　

靑
と
赤
と
、
こ
れ
を
文
と
謂
ふ
。
赤
と
白
と
、
こ
れ
を
章
と
謂
ふ
。
白

と
黑
と
、
こ
れ
を
黼ほ

と
謂
ふ
。
黑
と
靑
と
、
こ
れ
を
黻ふ
つ

と
謂
ふ
。
五
采

備
は
る
、
こ
れ
を
繡
と
謂
ふ
。

と
あ
る
。

　

こ
こ
で
「
畫
繢
」
の
鄭
玄
の
注
を
見
て
み
る
と
、
経
文
「
畫
繢
之
事
」
か

ら
「
玄
與
黃
相
次
也
」
ま
で
に
つ
い
て
、「
此
言
畫
繢
六
色
所
象
及
布
采
之

第
次
。
繢
以
爲
衣
。」（
此
れ
、
畫
繢
の
六
色
の
象
る
と
こ
ろ
及
び
采あ
や

を
布し

く

の
第
次
を
言
ふ
。
繢ゑ
が
い
て
以
て
衣
う
は
ご
ろ
も
を
爲つ
く

る
。）
と
注
し
て
い
る
。
玄
と
黒
と

を
別
色
と
し
て
、
六
色
が
そ
れ
ぞ
れ
象
徴
し
て
い
る
も
の
が
東
西
南
北
の
四

方
と
天
地
の
上
下
、
合
わ
せ
て
六
方
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
慙
飾
を
施
す

順
序
が
、
青
と
白
（
青
が
東
方
、
白
が
西
方
な
の
で
、
水
平
方
向
に
交
差
す

る
）、
赤
と
黒
（
赤
が
南
方
、
黒
が
北
方
な
の
で
、
同
じ
く
水
平
方
向
に
交

差
し
、
青
・
白
と
は
十
字
に
交
差
す
る
）、
最
後
に
玄
と
黄
（
玄
が
天
、
黄

が
地
な
の
で
、
垂
直
方
向
に
交
差
す
る
）
の
順
に
な
る
こ
と
を
述
べ
て
い

る
、
そ
の
よ
う
に
し
て
上
衣
を
作
る
、
と
い
う
の
が
鄭
玄
の
説
で
あ
る
。

　

段
玉
裁
が
注
で
引
用
し
た
「
靑
與
赤
謂
之
文
」
に
続
く
「
五
采
備
謂
之

繡
」
ま
で
に
つ
い
て
、
鄭
玄
の
注
で
は
、「
此
言
刺
繡
采
所
用
。
繡
以
爲

裳
。」（
此
れ
、
刺
繡
の
采
の
用
ゐ
る
と
こ
ろ
を
言
ふ
。
繡
ぬ
い
と
り
し
て
以
て
裳も
す
そ
を

爲
る
。）
と
言
っ
て
い
る
。
経
文
で
は
、「
靑
と
赤
」、「
赤
と
白
」、「
白
と
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黑
」、「
黑
と
靑
」、「
五
采
備
わ
る
」
の
順
で
述
べ
て
お
り
、「
靑
」（
東
方
）

↓
「
赤
」（
南
方
）
↓
「
白
」（
西
方
）
↓ 

「
黑
」（
北
方
）（
＋
黃
？
（
中

央
？
））
↓
「
五
采
」
と
い
う
よ
う
に
、
東
方
か
ら
始
ま
り
時
計
回
り
に

な
っ
て
い
る
。
明
示
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
東
西
南
北
の
中
央
に
黄
を
配
せ

ば
五
色
が
完
備
す
る
こ
と
に
な
る
。
先
の
部
分
で
は
、
二
色
の
組
合
せ
が
そ

れ
ぞ
れ
二
方
向
か
ら
交
わ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
、
隣

り
合
っ
た
方
角
を
象
徴
す
る
ふ
た
つ
の
色
が
交
わ
っ
た
場
合
の
呼
称
を
述
べ

て
い
る
。
図
式
化
す
る
と
、
次
の
図
の
よ
う
に
な
る
。

　
　
　
　

 

〈
水
平
方
向
〉　　
　
　
　
　
〈
垂
直
方
向
〉

　
　
　
　
　
　

靑

　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　
　
　

東

　
　
　
　
　
　

→

　
　

黑
＝
北
↑
●
↓
南
＝
赤      

玄
＝
天
↑
●
↓
地
＝
黃

　
　
　
　
　
　

←

　
　
　
　
　
　

西

　
　
　
　
　
　

＝

　
　
　
　
　
　

白

●
を
交
点
と
し
て
、
東
西
南
北
と
天
地
が
水
平
軸
と
垂
直
軸
で
交
わ
る
。

　
　
　
　

 

〈
時
計
回
り
〉

　
　
　
　

 

＼ 

靑 

／

　
　
　

＼
黻　
　
　

文
／

　
　

黑　
　
　

黃　
　
　

赤    

↓　

繡

　
　
　

／
黼　
　
　

章
＼

　
　
　
　

 

／ 

白 

＼

　

こ
こ
で
、「
文
」、「
章
」、「
黼
」、「
黻
」、「
繡
」
に
つ
い
て
、『
說
文
』
の

説
解
を
確
認
し
て
お
く
。

　
　

濡
、
錯
畫
也
。
象
交
文
。（「
文
」
部
）（
濡
は
、
錯
畫
な
り
。
交
文
に

象
る
。）

　
　

團
、
樂
竟
爲
一
章
。
从
音
十
。
十
、
數
之
終
也
。（「
音
」
部
）（
團

は
、
樂
、
竟つ

く
る
を
ば
一
章
と
爲
す
。
音
と
十
に
从
ふ
。
十
は
、　

數

の
終
り
な
り
。）

　
　

咯
、
白
與
黑
相
次
文
。
从
黹ち

、
死
聲
。（「
黹
」
部
）

　
　

喙
、
黑
與
靑
相
次
文
。
从
黹
、
婪
聲
。（「
黹
」
部
）

　
　

褶
、
五
采
備
也
。
从
糸
、
肅
聲
。（「
糸
」
部
）
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「
黼
」、「
黻
」、「
繡
」
の
三
字
に
つ
い
て
の
説
解
は
、
す
べ
て
前
述
し
た

『
周
禮
』「
考
工
記
」「
繢
畫
」
の
文
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
字
の

解
釈
は
、「
考
工
記
」
の
鄭
注
、
並
び
に
『
說
文
』
の
段
注
を
参
照
す
る
。

　

い
ま
、「
繡
」
字
に
つ
い
て
の
『
說
文
』
段
注
を
見
て
み
る
と
、
そ
の
焦

点
は
、
絵
画
（
刺
繍
を
含
む
）
と
文
字
の
事
を
、
二
つ
事
と
み
な
す
か
、
一

つ
事
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
の
議
論
と
な
っ
て
い
る
。
曰
く
、

　
　
『
考
工
記
』「
畫
繢
之
事
、
襍
五
采
。」

　
　

五
采
備
、
謂
之
繡
。

　
　

鄭
氏
『
古
文
尙
書
』
曰
、「
予
欲
觀
古
人
之
象
。
日
、
月
、
星
辰
、

山
、
龍
、
華
蟲
、
作
）
8
（

繢
。
宗
彝
、
藻
、
火
、
粉
米
、
黼
、
黻
、
希
繡
。」

此
古
天
子
冕
服
十
二
章
。

　
　
「
希
」
讀
爲
「
黹
」。
或
作
「
絺
」、
字
之
誤
也
。

　
　

按
、
今
人
以
鍼
縷
所
粨
者
謂
之
「
繡
」、
與
「
畫
」
爲
二
事
。

　
　
　
　

如
『
考
工
記
』
則
「
繡
」
亦
「
糸
之
畫
繪
」
同
爲
設
色
之
工
也
。　

　
　
　
　
「
畫
繪
」
與
「
文
字
」
又
爲
一
事
。

　
　
　
　

故
許
以
觀
古
人
之
象
說
遵
修
舊
文
也
。

　
　
『
考
工
記
』
に
、「
畫
繢
の
事
、
五
采
を
襍あ
は

す
。」
と
あ
り
。

　
　

五
采
備
は
る
、
こ
れ
を
「
繡
」
と
謂
ふ
。（
※
『
說
文
』
の
文
。）

　
　

鄭
氏
『
古
文
尙
書
』
に
曰
く
、「
予
、
古
人
の
象
を
觀し
め

さ
ん
と
欲
す
。

日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
も
て
繢
を
作
れ
。
宗
彝
、
藻
、
火
、

粉
米
、
黼
、
黻
も
て
繡
を
希ぬ

へ
。」
と
。
此
れ
古
の
天
子
の
冕
服
の
十

二
章
な
り
。

　
　
「
希
」
は
讀
み
て
「
黹ち

」
と
爲
す
。
或
は
「
絺ち

」
に
作
る
は
字
の
誤
り

な
り
。

　
　

按
ず
る
に
、 

今
人
、
鍼は
り

と
縷い
と

を
以
て
粨ぬ

ふ
と
こ
ろ
の
も
の
、
こ
れ
を

「
繡
」
と
謂
ひ
、「
畫
」
と
は
二
事
と
爲
す
。（
Ⅰ
）

 

『
考
工
記
』
の
如
き
は
、
則
ち
「
繡
」
も
亦
た
「
糸
の
畫

繪
」
な
れ
ば
、
同
じ
く
色
を
設お

く
の
工わ
ざ

と
爲
す
な
り
。

 

「
畫
繪
」
と
「
文
字
」
と
を
も
、
又
た
一
事
と
爲な

す
。（
Ⅱ
）

 

故
に
許
は
、「
古
人
の
象
を
觀
す
」
を
以
て
、
舊
文
を
遵

修
す
る
を
說
く
な
り
。

　

段
玉
裁
が
こ
の
注
で
最
終
的
に
主
張
し
た
い
こ
と
は
、
古
に
は
、「
刺

繡
」
も
「
亦
た
」「
畫
繪
」
と
ひ
と
つ
の
範
疇
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
上
、
許
愼
を
含
め
古
代
の
人
は
、
さ
ら
に
「
又
た
」、

「（
刺
繡
を
含
む
）
畫
繪
」
と
「
文
字
」
を
も
ひ
と
つ
の
範
疇
で
と
ら
え
て
い

た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
の
「
故
に
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
「
故
」
の
一
字
に
、
段
玉

裁
が
な
ぜ
絵
画
と
文
字
と
を
一
事
と
す
る
こ
と
を
正
当
化
し
た
か
っ
た
か
が

表
れ
て
い
る
。「
故
に
」
に
続
く
許
愼
の
言
葉
は
、『
說
文
』「
許
敍
」
の
末

尾
近
く
に
あ
る
。
許
愼
は
、
か
の
有
名
な
「
文
字
は
經
藝
の
本
、
王
政
の
始

め
に
し
て
、
前
人
の
後
に
垂
れ
る
所
以
、
後
人
の
古
を
識
る
所
以
な
り
。」

203

十
三



名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集（
文
学
）

と
言
っ
て
文
字
の
意
義
を
高
ら
か
に
宣
言
す
る
、
そ
の
直
前
に
、「
古
人
の

象
を
觀し
め

す
」
と
い
う
『
尙
書
』
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
必
ず
古
の
文
字
に
遵

い
脩
め
て
、
決
し
て
自
己
判
断
で
妄
り
に
穿
鑿
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
教

え
を
説
い
て
い
る
。
原
文
は
次
の
通
り
。

　
　
『
書
』
曰
、「
予
欲
觀
古
人
之
象
。」
言
必
遵
脩
舊
文
而
不
穿
鑿
。
孔
子

曰
、「
吾
猶
及
史
之
闕
文
，
今
亡
矣
夫
。」
蓋
非
其
不
知
而
不
問
。
人
用

己
私
、
是
非
無
正
、
巧
說
邪
辭
、
使
天
下
學
者
疑
。
蓋
文
字
者
、
經
藝

之
本
、
王
政
之
始
、
前
人
所
以
垂
後
、
後
人
所
以
識
古
。

　
　
『
書
』
に
曰
く
、「
予
、
古
人
の
象
を
觀
さ
ん
と
欲
す
。」
と
。
言
ふ
こ

こ
ろ
は
、
必
ず
舊
文
を
遵
脩
し
て
穿
鑿
せ
ず
。
孔
子
曰
く
、「
吾
れ
猶

ほ
史
の
闕
文
に
及
ぶ
。
今
は
亡な

き
な
り
。」
と
。
蓋
し
其
の
知
ら
ず
し

て
問
は
ざ
る
を
非
と
す
。
人
、
己
の
私
を
用
ゐ
、
是
非
に
正
し
き
も
の

無
く
、
巧
說
邪
辭
、
天
下
の
學
ぶ
者
を
し
て
疑
は
し
む
。
蓋
し
文
字

は
、
經
藝
の
本
、
王
政
の
始
に
し
て
、
前
人
、
後
に
垂
る
所
以
、
後
人

古
を
識
る
所
以
な
り
。

『
尙
書
』
の
「
予
、
古
人
の
象
を
觀
さ
ん
と
欲
す
。」
の
記
事
に
あ
る
古
人
の

象
を
天
下
に
示
す
方
法
は
、
天
子
の
衣
裳
に
十
二
の
章
を
画え
が

き
縫
い
と
り
す

る
こ
と
で
あ
っ
た
。『
論
語
』
の
「
闕
文
」
の
一
節
は
、
馬
を
乗
り
こ
な
せ

な
い
場
合
、
調
教
の
上
手
い
人
に
託
す
と
い
う
卑
近
な
例
を
以
て
、
文
字
に

相
対
す
る
と
き
の
謙
虚
な
姿
勢
を
喩
え
て
い
る
。
許
愼
は
そ
の
敍
文
で
、

『
論
語
』「
衛
靈
公
」
篇
の
孔
子
の
「
闕
文
」
に
触
れ
た
言
葉
と
、『
尙
書
』

の
「
畫
繢
」
と
「
繡
」
に
言
及
し
た
言
葉
と
を
借
り
て
、
文
字
研
究
、
古
典

研
究
に
必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
学
問
的
態
度
と
し
て
の
「
闕
文
」
と
「
遵
脩

舊
文
」
と
を
説
い
た
。『
論
語
』
の
言
葉
が
示
す
教
え
は
、
わ
か
ら
な
け
れ

ば
勝
手
に
自
己
判
断
を
せ
ず
保
留
し
、
知
っ
て
い
る
人
を
探
し
、
質
問
し
、

教
え
を
請
う
謙
虚
さ
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
戒
め
で
あ
る
。『
尙

書
』
の
言
葉
が
示
す
教
え
は
、
旧
文
、
す
な
わ
ち
古
の
文
字
を
謹
ん
で
遵
守

し
学
修
す
る
こ
と
が
重
要
で
、
憶
測
で
妄
り
に
変
更
を
加
え
た
り
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
戒
め
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
許
愼
は
「
畫
繪
」
の
こ
と
を

以
て
「
文
字
」
の
こ
と
を
説
い
た
わ
け
だ
か
ら
、「
畫
繪
」
と
「
文
字
」
と

が
同
じ
範
疇
だ
と
い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
、
こ
の
説
は
成
り
立
た
な
い
。
許

愼
が
文
字
の
こ
と
を
言
う
の
に
絵
画
と
刺
繍
に
し
か
言
及
し
て
い
な
い
『
尙

書
』
の
言
葉
を
引
い
た
違
和
感
を
合
理
化
し
整
合
的
に
説
明
す
る
の
が
段
玉

裁
の
企
図
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

迂
遠
な
よ
う
で
は
あ
る
が
、
こ
の
主
張
を
論
証
す
る
た
め
に
、
段
玉
裁

は
、
鄭
玄
の
説
に
従
っ
て
『
尙
書
』
の
「
繢
」
と
「
繡
」
を
次
の
よ
う
に
読

解
す
る
。
天
子
の
礼
服
の
十
二
章
の
う
ち
、
六
つ
の
図
案
は
上
衣
に
「
繢
」

を
「
作な

」
し
、
六
つ
の
図
案
は
下
裳
に
「
繡
」
を
「
㡀
ぬ
い
と
り
」
し
、
ど
ち
ら
も

天
子
の
礼
服
に
五
采
を
以
て
五
色
を
彰
か
に
施
す
手
工
で
あ
る
こ
と
を
示

す
。
こ
の
部
分
の
解
釈
に
は
諸
説
あ
る
が
（『
高
本
漢
書
經
注
釋
』（
陳
舜
政

譯
、
中
華
叢
書
編
審
委
員
會
印
行
、
中
華
民
國
五
十
九
年
）
に
詳
し
い
）
鄭
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注
に
依
拠
す
る
と
、「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
」
の
六
章
を
衣
に

繢え
が

き
、「
宗
彝
、
藻
、
火
、
粉
米
、
黼
、
黻
」
の
六
章
を
裳
に
繡
ぬ
い
と
りす
る
こ
と

を
言
い
、
以
上
が
天
子
の
冕
服
に
施
す
十
二
章
で
あ
る
と
す
る
。

　

次
に
、
段
玉
裁
は
、「
畫
」
と
「
繡
」
と
の
関
係
の
と
ら
え
方
が
、
今
人

と
古
人
と
で
は
異
な
る
こ
と
を
説
く
。

　

Ⅰ　

今
人
：
「
畫
」
は
絵
画
を
「
畫え
が

」
く
こ
と
、「
繡
」
は
針
と
糸
と
で

縫
い
取
り
を
す
る
刺
繍
の
こ
と
、
と
別
々
に
分
け
て
考
え
て
い
る
。

　

Ⅱ　

古
人
：
「
繡
」
も
ま
た
糸
に
よ
っ
て
絵
を
「
畫え
が

」
く
こ
と
（
畫
繪
）

で
あ
る
か
ら
、
絵
画
も
刺
繍
も
同
じ
く
色
を
設お

く
手
工
で
あ
る
と
み

な
し
、「
畫
繪
」
と
「
繡
」
と
を
同
じ
範
疇
の
も
の
と
考
え
て
い
る
。

さ
ら
に
加
え
て
「
畫
繪
」
と
「
文
字
」
と
を
も
同
一
範
疇
の
一
事
と
主
張
し

よ
う
と
す
る
段
玉
裁
が
与
す
る
の
は
、
勿
論
、
古
代
の
「
畫
繪
」
と
「
繡
」

と
を
一
事
と
み
な
す
考
え
方
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、『
說
文
』「
糸
」
部
、

「
繪
」
字
に
つ
い
て
の
説
解
に
対
し
、
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。
ま
ず
説

解
を
挙
げ
、
そ
の
後
で
段
注
を
示
す
。

　
　

覽
、
會
。
五
采
繡
也
。【
段
注
①
】

　
　
　
　
『
虞
書
』
曰
、「
山
、
龍
、
貮
蟲
、
作
）
9
（

繪
。」【
段
注
②
】

　
　
　
　
『
論
語
』
曰
、「
繪
事
後
蕁
。」【
段
注
③
】【
段
注
④
】

　
　
　
　

从
糸
、
會
聲
。

　
　

覽
は
、
會
な
り
。
五
采
も
て
繡
す
る
な
り
。

　
　
　
　
『
虞
書
』
に
曰
く
、「
山
、
龍
、
貮
蟲
も
て
繪
を
作
る
。」
と
。

　
　
　
　
『
論
語
』
に
曰
く
、「
繪
の
事
は
蕁
を
後
に
す
。」
と
。

　
　
　
　

糸
に
从
ひ
、
會
の
聲
な
り
。

　
　
【
段
注
①
】

　
　

會
繪
疊
韵
。

　
　

今
人
分
咎
繇
謨
繪
繡
爲
二
事
。

　
　

古
者
二
事
不
分
。
統
謂
之
設
色
之
工
而
已
。

　
　

古
者
繢
訓
畫
、
繪
訓
繡
。
說
見
繢
下
。

　
　
「
會
」、「
繪
」
は
疊
韵
な
り
。

　
　

今
人
は
「
咎
繇
謨
」
の
「
繪
」、「
繡
」
を
分
け
て
二
事
と
爲
す
。

　
　

古
は
二
事
分
か
た
ず
。
統
べ
て
こ
れ
を
色
を
設
く
の
工
と
謂
ふ
の
み
。

　
　

古
は
「
繢
」
は
「
畫
」
と
訓
じ
、「
繪
」
は
「
繡
」
と
訓
ず
。
說
は

「
繢
」
の
下
に
見
ゆ
。

　
　
【
段
注
②
】
咎
繇
謨
文
。

　
　
「
咎
繇
謨
」
の
文
な
り
。

　
　
【
段
注
③
】
八
佾
篇
文
。
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「
八
佾
篇
」
の
文
な
り
。

　
　
【
段
注
④
】
此
皆
證
繪
繡
無
二
事
也
。

　
　

此
れ
皆
な
「
繪
」、「
繡
」
に
二
事
無
き
を
證
あ
き
ら
かに

す
る
な
り
。

　
【
段
注
①
】
の
最
後
に
、
古
は
「
繢
」
は
「
畫
」
と
訓
じ
「
繪
」
は
「
繡
」
と

訓
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
説
明
は
「
繢
」
字
の
注
で
詳
説
し
て
い
る
、
と
あ

る
の
で
、『
說
文
』「
糸
」
部
「
褸
」
字
の
関
係
す
る
説
解
と
段
注
を
見
て
お
く
。

　
　

褸
、
織
餘
也
。
一
曰
畫
也
。
从
糸
、
貴
聲
。

　
　

褸
は
、
織
餘
な
り
。
一
に
曰
く
畫
な
り
。
糸
に
从
ひ
、
貴
の
聲
な
り
。

　
　
【
段
注
】

　
　

四
字
依
『
韵
會
』
補
。
今
所
傳
小
徐
繫
傳
本
、
此
卷
全
闕
。
黃
氏
作
韵

會
時
所
見
尙
完
。
知
小
徐
本
有
此
四
字
也
。

　
　

畫
者
、
介
也
。
今
謂
之
畍
畫
。

　
　

繢
畫
雙
聲
。

　
　
『
考
工
記
』
曰
、「
設
色
之
工
、
畫
、
繢
、
鐘
、
篚
、
堝
。」

　
　
　
　
　

 

又
曰
、「
畫
繢
之
事
、
襍
五
采
。」

　
　
『
咎
繇
謨
』「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
作
繪
。」
鄭
注
曰
、「
繪

讀
曰
繢
。」
讀
曰
猶
讀
爲
、
易
其
字
也
。
以
爲
訓
畫
之
字
當
作
繢
也
。

繪
訓
五
采
之
繡
。
故
必
易
繪
爲
繢
。

　
　

鄭
司
農
注
『
周
禮
』
引
『
論
語
』「
繢
事
後
素
」。

　
　

四
字
（
※
「
一
曰
畫
也
」
の
四
字
を
指
す
。）
は
『
韵
會
』
に
依
り
て

補
ふ
。
今
、
傳
は
る
と
こ
ろ
の
小
徐
繫
傳
本
は
、
此
の
卷
、
全
て
闕

く
。
黃
氏
、『
韵
會
』
を
作
り
し
時
に
見
る
と
こ
ろ
、
尙
ほ
完
し
。
小

徐
本
に
此
の
四
字
有
る
を
知
る
な
り
。

　
　
「
畫
」
は
、「
介
」
な
り
。
今
、
こ
れ
を
「
畍
畫
」
と
謂
ふ
。

　
　
「
繢
」、「
畫
」
は
、
雙
聲
な
り
。

　
　
『
考
工
記
』
に
曰
く
、「
設
色
の
工
は
、
畫
、
繢
、
鐘
、
篚
、
堝
。」

　
　
　
　
　

 

又
た
曰
く
、「
畫
繢
の
事
は
、
五
采
を
襍あ
は

す
。」

　
　
『
咎
繇
謨
』
に
「
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
も
て
繪
を
作
れ
。」

と
あ
り
。
鄭
注
に
曰
く
、「
繪
は
讀
み
て
繢
と
曰
ふ
。」
と
。「
讀
み
て

曰
ふ
」
は
、
猶
ほ
「
讀
み
て
爲
す
」
の
ご
と
く
し
て
、
其
の
字
を
易
へ

る
な
り
。
以お
も
へ
ら爲

く
、「
畫
」
を
訓
ず
る
の
字
、
當
に
「
繢
」
に
作
る
べ

き
な
り
。「
繪
」
は
「
五
采
の
繡
」
と
訓
ず
。
故
に
必
ず
「
繪
」
を
易

へ
て
「
繢
」
と
爲
す
。

　
　

鄭
司
農
『
周
禮
』
に
注
し
て
『
論
語
』
の
「
繢
の
事
、
素し
ろ

を
後
に
す
」

を
引
）
10
（

く
。

　

こ
こ
ま
で
の
議
論
の
中
心
に
な
っ
て
き
た
「
畫
」、「
繢
」、「
繡
」、「
繪
」
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の
四
字
の
関
係
を
整
理
し
て
お
く
。

　
『
說
文
解
字
』
に
「
畫
、
介
也
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
「
繢
、
一
曰
畫
也
。」
…
… 

①

　
　
　
　
　
　
　
　
「
繪
、
五
采
繡
也
。」
…
… 

②

　
　
　
　
　
　
　
　
「
繡
、
五
采
備
也
。」
…
… 

③

　
『
古
文
尙
書
』
鄭
注
に
「
繪
讀
曰
繢
。」
…
… 

④

　
『
周
禮
』
に
「
畫
繢
之
事
、
襍
五
采
。」
…
… 

⑤ 

と
あ
る
。

　

①
か
ら　
　
「
繢
」＝「
畫
」
…
… 
ⅰ

　

②
か
ら　
　
「
繪
」＝「
繡
」
…
… 

ⅱ

　

④
か
ら　
　
「
繪
」＝「
繢
」
…
… 

ⅲ

　

ⅲ
、
ⅰ
か
ら
「
繪
」＝「
繢
」＝「
畫
」
…
… 

Ａ

　

ⅱ
か
ら　
　

 

「
繪
」＝「
繡
」　
　
　

  

…
… 

Ｂ

　

よ
っ
て
、「
繪
」＝「
繢
」＝「
畫
」
Ａ

　
　
　
　
　

 

＝

　
　
　
　
　
「
繡
」

　
　
　
　
　

  

Ｂ

　

縱
の
Ａ
の
線
と
横
の
Ｂ
の
線
と
が
係
聯
し
て
、「
畫
」＝「
繡
」
と
な
る
。

　

②
か
ら
「
繪
」↓「
五
采
」

　

③
か
ら
「
繡
」↓「
五
采
」

　

⑤
か
ら
「
畫
繢
」↓「
五
采
」

よ
っ
て
、「
畫
」「
繢
」「
繪
」「
繡
」
の
四
字
と
も
「
五
采
」
と
い
う
属
性
を

持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
四
字
は
、「
五

采
」
と
い
う
内
包
を
持
つ
同
じ
外
延
の
集
合
の
要
素
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

訓
詁
を
縦
横
に
駆
使
し
、「
五
采
」
と
い
う
語
を
中
心
に
し
て
、
四
字
す
べ

て
が
繋
が
っ
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
繢
」
字
の
注
の
ま
と
め
と
し
て
【
段
注
④
】

「
此
皆
證
繪
繡
無
二
事
也
。」（
此
れ
皆
な
「
繪
」、「
繡
」
に
二
事
無
き
を
證

に
す
る
な
り
。）
と
言
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
段
玉
裁
は
許
愼
の
説
解
に
注

を
施
し
て
い
る
よ
う
に
装
い
な
が
ら
、「
繪
」
と
「
繡
」
と
が
古
は
ひ
と
つ

の
範
疇
の
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
古

は
「
繪
」（
絵
画
）
と
「
繡
」（
刺
繍
）
と
を
同
じ
範
疇
で
と
ら
え
て
い
た
証

左
と
し
て
、
段
玉
裁
は
、『
尙
書
』
と
『
論
語
』
を
例
示
し
た
。【
段
注
①
】

で
は
、
古
は
「
繪
」
と
「
繡
」
と
を
ひ
と
つ
に
ま
と
め
て
色
を
施
す
手
工
と

み
な
し
、
分
け
て
考
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
古
訓
で
は

「
繢
＝
畫
」、「
繪
＝
繡
」
と
置
き
換
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、「
繪
」
と

「
繡
」
と
が
二
事
に
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
証
左
と
し
て
い
る
。【
段
注
②
】

で
は
『
尙
書
』
の
用
例
を
、【
段
注
③
】
で
は
『
論
語
』
の
用
例
を
挙
げ
、

「
繪
」
と
「
繡
」
と
が
一
つ
事
で
あ
る
こ
と
を
例
証
し
て
い
る
。
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こ
の
「
繪
」
字
の
段
注
と
先
に
見
た
「
繡
」
字
の
段
注
と
を
合
わ
せ
る

と
、
段
玉
裁
は
、「
繪
」
と
「
繡
」
と
を
一
事
と
み
な
し
、
さ
ら
に
「（
畫
）

繪
」
と
「
文
（
字
）」
と
も
一
事
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
結
果
と
し

て
、
絵
画
、
刺
繍
、
文
字
を
ひ
と
つ
の
範
疇
で
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
段
玉
裁
自
身
が
文
字
と
い
う
も
の
の
位
置
づ
け
を
、

「
絵
画
」

⊂「
刺
繍
」

⊂「
文
字
」
と
し
て
、
文
字
を
絵
画
に
包
括
さ
せ
た
か
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
、「
許
敍
」
に
お
け
る
重
要
な

箇
所
で
許
愼
が
「
畫
繪
」
か
ら
「
文
」
へ
と
飛
躍
し
た
こ
と
を
合
理
的
に
説

明
し
よ
う
と
し
た
苦
肉
の
論
理
立
て
だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

段
玉
裁
が
「
繡
」
字
と
「
繪
」
字
の
説
解
に
対
す
る
注
で
引
く
と
こ
ろ
の

『
古
文
尙
書
』「
虞
書
」
の
「
咎
繇
謨
」
の
引
用
箇
所
は
、

　
　
﹇
帝
曰
﹈
…
…
予
欲
觀
古
人
之
象
。
日
、
月
、
星
辰
、
山
、
龍
、
華

蟲
、
作
會
。
宗
彝
、
藻
、
火
、
粉
米
、
黼
、
黻
、
絺
繡
、
以
五
采
彰
施

于
五
洌
作
服
。
汝
明
。

　
　
﹇
帝
、
曰
く
、﹈「
…
…
予
は
古
人
の
象
を
觀し
め

さ
ん
と
欲
す
。
日
、
月
、

星
辰
、
山
、
龍
、
華
蟲
は
會
に
作
し
、
宗
彝
、
藻
、
火
、
粉
米
、
黼
、

黻
は
絺
繡
と
し
、
五
采
を
以
て
彰
か
に
五
洌
に
施
し
服
を
作
れ
。
汝
、

明
ら
か
に
せ
よ
。）（
※
訓
読
は
カ
ー
ル
グ
レ
ン
の
解
釈
す
る
鄭
玄
の
説

に
よ
る
。）

で
あ
る
。
孔
安
國
の
傳
で
は
、
経
文
の
「
予
欲
觀
古
人
之
象
。」
を
「
欲
觀

示
法
象
之
服
制
。」（
象
に
法
る
の
服
制
を
觀
示
せ
ん
と
欲
す
。）
と
解
し
、

禹
王
が
股
肱
の
臣
の
環
と
稷
に
、
天
文
自
然
等
の
象
徴
を
法
と
し
た
服
装
の

制
度
を
示
し
た
い
と
意
思
表
明
し
、
そ
の
考
え
方
を
述
べ
た
も
の
だ
と
し
、

形
象
を
施
す
対
象
は
衣
服
と
旌
旗
と
し
て
い
る
。
孔
安
國
の
傳
で
注
目
す
べ

き
は
、「
火
、
爲
火
字
。」（
火
は
、
火
字
を
爲
す
。）
と
「
黻
、
爲
兩
己
相

背
。」（
黻
は
、
兩
己
に
相
ひ
背
く
と
爲
す
。）
の
二
箇
所
で
あ
る
。

　

刺
繍
も
糸
を
用
い
た
絵
画
で
あ
り
、
文
様
に
彩
色
を
施
す
点
で
も
絵
画
と

同
じ
手
工
で
あ
る
か
ら
一
事
と
み
な
す
こ
と
と
、
刺
繍
を
含
め
た
「
畫
繪
」

と
「
文
字
」
と
を
、
一
事
と
み
な
す
こ
と
と
の
間
に
は
論
理
的
な
飛
躍
が
あ

る
。
そ
れ
を
説
明
す
る
手
が
か
り
は
、
天
子
の
冕
服
の
十
二
章
の
図
案
の
う

ち
の
「
火
」
と
「
黻
」
と
に
あ
る
。「
火
」
に
つ
い
て
は
、
火
の
字
を
為

す
、「
黻
」
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
己
と
い
う
字
を
背
中
合
わ
せ
に
線
対
称

に
す
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
針
と
糸
を
用
い
た
刺
繍
と
い
う
手
段
で
、
文

字
を
図
案
と
し
て
画え
が

く
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
こ
ま
で
く
れ
ば
、
刺
繍
と
文
字

と
の
違
い
は
、
何
に
、
何
で
、
文
字
を
表
す
か
、
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。
む

し
ろ
、
絵
画
と
刺
繍
と
を
同
一
範
疇
に
し
た
こ
と
で
、
文
字
も
絵
画
と
刺
繍

の
範
疇
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
秦
の
八
書
に
は
「
蟲
書
」
な

ど
、
き
わ
め
て
装
飾
的
な
書
体
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
絵
画
と
刺
繍

と
文
字
と
の
境
界
線
は
ま
す
ま
す
曖
昧
模
糊
と
し
て
く
る
。
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小
結

　

本
稿
で
は
、
段
玉
裁
が
「
許
敍
」
の
「
初
造
書
契
、
依
類
象
形
。
故
謂
之

文
。」
の
「
文
」
字
に
「
文
者
逪
畫
也
。」
と
注
し
た
と
き
、
何
を
ど
の
よ
う

に
説
明
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
た
ど
っ
て
み
た
。
鍵
と
な
っ
た
の
は
、
許
愼

の
説
解
の
「
錯
」
字
を
「
逪
」
字
に
改
め
た
根
拠
と
「
文
」
字
を
め
ぐ
る
考

察
の
道
程
で
あ
る
。「
交
錯
」
と
「

逪
」、「
文
章
」
と
「
慙
彰
」
と
の
本

義
の
違
い
を
通
し
て
「
文
」
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
過
程
に

は
、
三
つ
の
特
徴
が
あ
っ
た
。「
仮
借
」
の
概
念
、
形
声
文
字
と
呼
ば
れ
る

文
字
の
構
造
に
お
け
る
「
偏
」
と
「
旁
」、
す
な
わ
ち
「
部
首
（
義
符
）」
と

「
音
符
」
と
の
関
係
性
と
、「
双
声
」、「
畳
韻
」
の
原
理
と
通
ず
る
「
声
訓
」

に
見
ら
れ
る
音
と
義
の
関
係
性
へ
の
目
配
り
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
特
徴
に

は
い
ず
れ
も
、
文
字
の
意
味
を
追
究
す
る
に
あ
た
っ
て
の
、
段
玉
裁
の
方
法

論
が
実
践
的
に
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
と
同
時
に
、『
說
文
』
の
中
の
い

か
な
る
文
字
に
注
す
る
場
合
に
も
、
必
ず
『
說
文
』
の
あ
ら
ゆ
る
説
解
を
縦

横
に
結
び
つ
け
、
整
合
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
、
と
い
う
姿
勢
も
如
実
に
現

れ
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
ひ
と
た
び
「
段
注
」
を
紐
解
く
と
、『
說
文
』

の
大
海
を
あ
ち
こ
ち
彷
徨
う
体
験
を
強
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
っ
て
、
よ
く
知
ら
れ
た
『
周
易
』「
繫
辭
傳
下
」

の
一
節
を
引
い
て
お
く
。

　
　

子
曰
、「
書
不
盡
言
、

　
　
　
　
　

 

言
不
盡
意
、

　
　
　
　
　

 

然
則
聖
人
之
意
、
不
可
見
乎
。」

　
　

子
、
曰
く
、「
書
は
言
を
盡
さ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　

 

言
は
意
を
盡
さ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　

 

然
ら
ば
則
ち
聖
人
の
意
、
見
る
べ
か
ら
ざ
る
か
。」

「
書
」
と
は
書
記
言
語
、
す
な
わ
ち
「
文
字
」
で
あ
る
。「
言
」
と
は
音
声
言

語
、
す
な
わ
ち
「
音
声
（
発
音
）」
で
あ
る
。「
意
」
と
は
「
意
味
」、『
毛

詩
』
の
「
大
序
」
の
言
葉
で
言
え
ば
「
志
」、
す
な
わ
ち
「
心
の
内
に
あ
る

思
い
」
で
あ
る
。
こ
の
孔
子
の
言
葉
は
、
文
字
と
し
て
記
録
さ
れ
た
も
の

は
、
音
声
と
し
て
話
さ
れ
た
言
葉
を
完
全
に
は
網
羅
で
き
な
い
。
そ
の
音
声

と
し
て
表
出
さ
れ
た
言
葉
で
さ
え
、
心
の
内
な
る
思
い
を
完
全
に
は
言
い
尽

く
せ
な
い
。
つ
ま
り
、「
思
い
」∨「
音
声
言
語
」∨「
書
記
言
語
」
と
漸
次
的

に
目
減
り
し
て
い
く
。
し
か
し
、
古
の
聖
人
の
思
い
に
到
達
す
る
に
は
不
完

全
な
文
字
を
手
が
か
り
に
す
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
孔
子
の
言
葉
は
、
一
体

そ
れ
で
聖
人
の
思
い
に
到
達
で
き
る
の
か
、
と
い
う
絶
望
、
あ
る
い
は
文
字

に
対
す
る
一
種
の
懐
疑
、
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
と
同
時
に
、
そ
れ

で
も
文
字
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
限
り
は
、
そ
の
文
字
の
字
義
を
一
字

一
字
明
ら
か
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
少
し
で
も
聖
人
の
思
い
に
近
づ
け
る
は
ず

だ
、
と
い
う
希
望
、
あ
る
い
は
古
人
の
思
い
に
寄
り
添
う
べ
く
勉
学
に
励
む

し
か
な
い
と
い
う
決
意
、
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
が
、
古
か
ら
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文
字
の
学
が
重
視
さ
れ
る
所
以
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、「
文
字
＝
形
」
と

「
思
い
＝
義
」
と
を
媒
介
す
る
要
素
と
し
て
「
発
音
＝
音
」
が
重
要
な
位
置

を
占
め
る
所
以
で
も
あ
る
。

　

次
節
で
は
、「
文
」
と
「
慙
」
と
の
本
義
の
違
い
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
は

な
ぜ
、『
說
文
』
の
説
解
、「
文
、
逪
畫
也
」
へ
の
注
釈
と
い
う
形
を
借
り
て

言
及
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。（
続
）

注（
１
） 「
賓
旣
酌
主
人
」
の
「
酌
」
字
は
、
一
九
九
八
年
中
華
書
局
影
印
『
漢
魏
古
注
十
三

經
』（
中
華
書
局
一
九
三
六
年
版
『
四
部
備
要
』
丙
種
本
を
縮
印
し
た
も
の
）
所
収

の
『
毛
詩
』（
以
下
「
四
部
備
要
本
」
と
称
す
）
で
は
「
酢
」
字
に
作
っ
て
い
る
。

四
部
備
要
本
は
、
上
海
中
華
書
局
が
相
臺
岳
氏
家
塾
本
に
拠
っ
て
校
刊
し
た
も
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、『
四
部
備
要
』
丙
種
本
を
縮
印
し
た
『
唐
宋
注
疏
十
三
經
』
所

収
の
『
毛
詩
注
䟽
』
は
、
上
海
中
華
書
局
が
阮
氏
刻
本
に
拠
っ
て
校
刊
し
た
も
の
な

の
で
十
三
経
注
疏
本
と
同
じ
く
「
酌
」
に
作
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
下
文
の

「
鄭
箋
」
で
、「
賓
に
酌
す
を
「
醻
」
と
曰
ふ
。」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
賓
客

が
返
礼
と
し
て
主
人
に
献
杯
す
る
場
合
は
「
酌
」
で
は
な
く
「
酢
」
と
す
べ
き
だ
ろ

う
。
そ
の
証
左
と
し
て
、『
毛
詩
』「
大
雅
」「
行
葦
」
の
「
或
獻
或
酢
」
句
の
「
鄭

箋
」
に
、「
進
酒
於
客
曰
獻
、
客
答
之
曰
酢
。」（
酒
を
客
に
進
む
は
「
獻
」
と
曰

ひ
、
客
こ
れ
に
答
ふ
は
「
酢
」
と
曰
ふ
。）
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、「
酌
」
字
は

「
酢
」
字
に
作
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

（
２
） 

段
玉
裁
は
、『
玉
篇
』、『
廣
韵
』
い
ず
れ
に
も
烄
と
𤉧
と
は
同
じ
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
本
説
文
で
「
烄
」
と
「
𤉧
」
が
分
岐
し
た
理
由
は
不
明
、「
交
灼
」
と
い
う

語
も
意
味
不
通
、
と
言
っ
て
い
る
。
或
い
は
「
交
木
灼
也
」
の
誤
り
だ
ろ
う
か
。

（
３
） 

段
注
に
、「
枝
」
は
「
支
」
に
作
る
べ
き
で
あ
り
、『
集
韵
』、『
類
篇
』
に
依
っ
て
正

す
と
あ
る
。
ま
た
、「
竹
」
部
に
「
橈
、
漉
米
籔
也
。」（
橈い

き

は
、
米
を
漉す

す

ぐ
籔す

う

な

り
。）、「
籔
、
炊
橈
也
。」（
籔
は
、
炊
橈
な
り
。）
と
あ
り
、「
橈
」
と
「
籔
」
と
は

同
一
物
で
、
米
を
淅と

い
で
炊
く
前
に
淅
い
だ
米
を
漉
い
で
水
を
切
る
物
。
三
本
の
交

差
さ
せ
た
木
で
炊
橈
を
支
え
る
の
は
、
水
切
れ
を
よ
く
す
る
た
め
で
あ
り
、
こ
の
三

交
さ
せ
た
木
を
「
㮐せ
い

」
と
言
う
、
と
あ
る
。

（
４
） 

こ
の
説
解
は
『
說
文
』「
衣
」
部
「
衿
」
字
で
は
な
く
「
䘳
」
字
の
説
解
で
あ
る
。

「
宜
、
交
衽
也
。」
と
あ
る
。
段
注
に
詳
し
い
。

（
５
） 「
鄭
箋
」
は
さ
ら
に
、「
桑
扈
、
竊
脂
也
。
興
者
、
竊
脂
飛
而
往
來
有
文
章
、
人
觀
視

而
愛
之
。
喩
君
臣
以
禮
法
威
儀
升
降
於
朝
廷
、
則
天
下
亦
觀
視
而
仰
樂
之
。」（
桑さ
う

扈こ

は
竊せ

つ
し脂
な
り
。
興
な
る
も
の
は
、
竊
脂
、
飛
び
て
往
来
す
る
に
文
章
有
れ
ば
、
人
、

觀
視
し
て
こ
れ
を
愛
づ
。
君
臣
、
禮
法
威
儀
を
以
て
朝
廷
に
升
降
す
れ
ば
、
則
ち
天

下
も
亦
た
觀
視
し
て
こ
れ
を
仰
ぎ
樂
し
む
を
喩
ふ
。）
と
言
う
。

 

　
「
秦
風
」「
黃
鳥
」
の
「
交
交
黃
鳥
、
止
于
棘
」
句
の
「
毛
傳
」
に
、「
交
交
、
小

貌
。
黃
鳥
以
時
往
來
得
其
所
。
人
以
壽
命
終
亦
得
其
所
。」（
交
交
は
、
小
さ
き
貌さ
ま

な

り
。
黃
鳥
は
時
を
以
て
往
來
し
其
の
所
を
得
。
人
、
壽
命
を
以
て
終
る
も
亦
た
其
の

所
を
得
。）
と
あ
り
、「
鄭
箋
」
に
、「
黃
鳥
止
于
棘
以
求
安
己
也
。
此
棘
若
不
安
則

移
。
興
者
、
喩
臣
之
事
君
亦
然
。」（
黃
鳥
、
棘
に
止
ま
り
以
て
己
を
安
ん
ず
る
を
求

む
る
な
り
。
此
の
棘
、
若
し
安
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
移
る
。
興
な
る
も
の
は
、
臣
の
君

に
事
ふ
る
も
亦
た
然
る
を
喩
ふ
。）
と
あ
る
。

 

　
「
小
雅
」「
小
苑
」
の
「
交
交
桑
扈
、
率
場
啄
粟
」
句
の
「
毛
傳
」
に
、「
交
交
、

小
貌
。
桑
扈
、
竊
脂
也
。
言
上
爲
亂
政
而
求
下
之
治
、
終
不
可
得
也
。」（
交
交
は
、

小
さ
き
貌
な
り
。
桑
扈
は
、
竊
脂
な
り
。
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
上
は
亂
政
を
爲
し
て
下

の
治
ま
る
を
求
む
、
終
に
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。）
と
あ
り
、「
鄭
箋
」
に
は
、「
竊

脂
、
肉
食
。
今
無
肉
而
循
場
啄
粟
、
失
其
天
性
、
不
能
以
自
活
。」（
竊
脂
は
、
肉
食

な
り
。
今
、
肉
無
く
し
て
場
を
循め
ぐ

り
て
粟
を
啄つ

い
ばむ
は
、
其
の
天
性
を
失
ひ
、
以
て
自

ら
活
く
る
能
は
ず
。）
と
あ
る
。

（
6
） 「
交
交
」
が
鳥
を
形
容
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、「
桑
扈
」
の
「
鄭
箋
」
と
「
黃

鳥
」、「
小
苑
」
の
「
毛
傳
」
と
で
「
交
交
」
の
解
釈
が
異
な
る
理
由
を
、
段
玉
裁
は

「
方
語
」、
す
な
わ
ち
方
言
の
違
い
に
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、「
黃
鳥
」
で
は
、「
毛
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傳
」
で
「
小
さ
き
貌
」
と
言
っ
て
は
い
る
が
、
同
時
に
、「
時
を
以
て
往
來
す
」
と

も
言
い
、「
交
交
は
飛
び
往
來
す
る
貌
」
と
い
う
「
桑
扈
」
の
訓
詁
と
相
通
じ
て
い

る
。「
小
苑
」
で
も
「
鄭
箋
」
は
「
循
場
」
と
言
い
、「
循
」
字
に
往
来
す
る
意
が
反

映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
も
読
め
る
。『
毛
詩
』
に
お
い
て
同
じ
字
句
に
異
な
る
訓
詁

を
あ
て
る
こ
と
は
ま
ま
あ
り
、
こ
の
場
合
も
、
詩
全
体
の
主
旨
が
異
な
る
た
め
、
一

方
は
、
鳥
が
あ
ち
こ
ち
飛
ん
で
往
来
す
る
様
子
を
言
う
と
解
き
、
他
方
は
、
棘
の
上

に
止
ま
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
小
さ
な
鳥
が
安
住
で
き
る
棘
を
探
し
て
右
往
左
往

す
る
様
、
小
さ
な
鳥
で
あ
り
な
が
ら
肉
食
で
肉
が
無
い
た
め
人
間
の
食
べ
る
穀
物
を

あ
ち
こ
ち
食
い
荒
ら
し
民
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
様
子
と
解
け
ば
、
必
ず
し
も

方
言
差
と
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
７
） 

も
し
も
、
秦
篆
の
「
漑
」
と
、
そ
の
形
に
基
づ
く
説
解
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
楷
書
の
字
形
は
「
漑
」
と
す
る
の
が
本
義
に
最
も
近
い
だ
ろ
う
。

 

　

部
首
の
「
聿
」
に
つ
い
て
は
説
解
で
、「
埼
、
所
護
書
也
。
楚
謂
之
聿
、
吳
謂
之

不
律
、
燕
謂
之
弗
。
从
碕
じ
よ
う

一
。」（
埼
は
、
書
く
所ど

う
ぐ護
な
り
。
楚
は
こ
れ
を
聿い

つ

と
謂

ひ
、
吳
は
こ
れ
を
不ふ
り
つ律

と
謂
ひ
、
燕
は
こ
れ
を
弗ふ

つ

と
謂
ふ
。
碕

じ
よ
う

と
一
に
从
ふ
。）
と

言
っ
て
い
る
。

（
８
） 『
古
文
尙
書
馬
鄭
注
』（
馬
氏
鄭
氏
注
、
王
應
麟
撰
集
、
孫
星
衍
補
集
『
尙
書
讀
本
』）

で
は
、「
繢
」
を
「
會
」
に
、「
希
」
を
「
絺
」
に
作
っ
て
い
る
。
鄭
注
は
「
會
、
讀

爲
繪
。」
と
な
っ
て
い
る
。

（
９
） 「
繪
」
は
、
段
玉
裁
の
引
く
鄭
注
『
古
文
尙
書
』
で
は
「
繢
」
に
作
る
。
阮
元
校
勘

の
十
三
經
注
疏
本
で
は
「
會
」
に
作
る
。

（
10
） 

所
謂
十
三
經
注
疏
本
『
周
禮
』「
考
工
記
」「
畫
繢
」
の
、
先
に
引
用
し
た
箇
所
の
少

し
後
に
、「
凡
畫
繢
之
事
、
後
素
効
。」（
凡
そ
畫
繢
の
事
、
素
効
を
後
に
す
。）
と
あ

り
、
鄭
玄
の
注
に
、「
素
、
白
采
也
。
後
布
之
、
爲
其
易
漬
汙
也
。
不
言
繡
、
繡
以

絲
也
。
鄭
司
農
說
以
論
語
曰
「
繢
事
後
素
」。」（「
素
」
は
、
白
き
采
な
り
。「
後
」

に
こ
れ
を
布
く
は
、
其
の
汙よ
ご
れに

漬そ
ま

り
易や

す

き
爲た

め

な
り
。「
繡
」
と
言
わ
ざ
る
は
、「
繡
」

は
絲い
と

を
以
て
す
れ
ば
な
り
。
鄭
司
農
、
説
く
に
『
論
語
』
を
以
て
す
。
曰
く
、「
繢

の
事
は
素
を
後
に
す
。）
と
あ
る
。

 

　
『
尙
書
』
鄭
注
引
く
と
こ
ろ
の
鄭
司
農
注
の
『
論
語
』
で
は
「
繢
事
後
素
」
と

な
っ
て
い
る
が
、
中
華
書
局
『
漢
魏
古
注
十
三
經
』
所
収
の
『
論
語
』「
八
佾
」
で

は
「
繪
事
後
素
」
と
「
繢
」
字
を
「
繪
」
字
に
作
っ
て
い
る
。
何
晏
の
集
解
は
鄭
玄

の
注
を
引
い
て
言
う
。「
繪
、
畫
文
也
。
凡
繪
畫
﹇
梁
・
皇
侃
『
論
語
義
疏
』（
以
下

「
皇
本
」
と
略
称
）
で
は
「
畫
繪
」
に
作
る
﹈、
先
布
衆
色
﹇
皇
本
で
は
「
采
」
に
作

る
﹈。
然
後
以
素
分
布
其
間
﹇
皇
本
で
は
「
布
」
字
が
無
い
﹈、
以
成
其
文
。
喩
美
女

雖
有
倩
盻
美
質
、
亦
須
禮
以
成
之
﹇
皇
本
で
は
「
之
」
字
が
無
く
「
也
」
と
す

る
﹈。」（「
繪
」
は
、
文
を
畫
く
な
り
。
凡
そ
繪
畫
は
、
先
づ
衆
色
を
布
く
。
然
る
後

に
素し
ろ

を
以
て
其
の
間
に
分
布
し
、
以
て
其
の
文
を
成
す
。
美
女
に
倩せ

ん
け
い盻
美
質
有
る
と

雖
も
、
亦
た
禮
を
須も
ち

ゐ
以
て
こ
れ
を
成
す
を
喩
ふ
。）
と
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

「
繢
」
と
「
繪
」
と
は
交
換
可
能
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
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Abstract

Duan Yucai (段玉裁)ʼs Notes on the Preface of Shuowen-Jiezi (說文解字) written by Xu Shen (許愼): 
A thought about Duan Yucaiʼs connotation of the note: “Wen (文) is crossed-lines (錯畫).”

Kayoko (Ota) TAMURA

 The goal of this article is to explain what makes Duan Yucai (段玉裁) interpret “wen (文)” in Xu 
Shen (許愼)ʼs Preface of Shuowen-Jiezi (說文解字) as “wen (文) is crossed-lines (錯畫)”, and makes him 
criticize that “cuo (錯) shuold be written as cuo (逪)”.
 I follow Duan Yucaiʼs way to see how he reaches his conclusion by way of analyzing his notes on Xu 
Shenʼs interpretation of the Chinese Character “wen (文)”. At the same time, I utilize several Chinese 
Characters such as “hua (畫), hui (繢), hua (繪), xiu (繡) and wucai (五寀)” and the interpretation about 
these words made by Duan Yucai. At the end, I found out the hidden reason and the true motivation 
of Duan Yucai behind the notes on “wen (文)”.
 Duan Yucaiʼs interepretation coincides with the phrase of the most important part of Xu Shenʼs 
Preface: “書曰予欲觀古人之象。言必遵脩舊文而不穿鑿｡”. The thesis follows the quotation. This is a 
common pattern of the Crassic Chinese rhetoric. Duan Yucaiʼs intention of several notes is to search 
a logical relation with the quatation: “書曰予欲觀古人之象” and the thesis: “必遵脩舊文而不穿鑿”.

Keywords: Shuowen-Jiezi, Duan Yucai, wen, cuohua, extenuation, derivative


